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表Ⅰ-2.3.12 様式-1（5）基本情報調査票(5/5)：排土工(切土法面保護工) 

地
す，、. 

ブ
ロ
ツ

ク
f膏
報

エ
j去
情
報

庖

歴

f膏

報

4寺
12 
事
項

機式ー1(5)基本情報調査票(5/5)
管理番号

基本情報記録(排土工(切土法面保護工))

区媛名 管理機関名

所在地
-市区 北制i町村

地すぺり
施ilt名

ブロック名

採用対策工
(数量)

①初期 j②目棟
安全率 安全率 エ種

安全率の . 
ilt定と工種別 . 政定
分担割合

. 

②ー① ! 割合

訟富十 年度 施工

切土高
j去面勾配(iiili、全高)

j去面保復工

補強土工・j去尻補強の有無 口無/ 口有

小段幅 l 

放置前被災

段置後被災

補修繍強
t付俗施2量豊富む}

変位量観測

資料照会先

作成田

小段排水の有無|口無/ 口有(水路寸法

口あり /

口あり /

口 あり / 口なし

口あり / 口なし

口 あり / 口 なし

口あり / 口 なし

口 あり / 口 なし

口あり / 口なし

口あり / 口なし

口あり / 口 なし

状況

状況

方法

状況

|東経j

年度 施工者

地山の士也
賞、土質

口あり / 口なし

口あり / 口なし

口 あり / 口なし
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表Ⅰ-2.3.13 様式-1（5）基本情報調査票(5/5)：擁壁(枠)工 

 

  

地
す，、. 

ブ

ロ
ツ

ク

f青
報

エ
j去
情

報

履

歴

情

報

4寺
!e 
事
項

械式ー1(5)基本情報調査票(5/5)
管理番号

区媛名

所在地

地すベり

ブロック名

係用対策ヱ

(数量)

安全率の
設定と工種別

分担割合

t宣言十

種目IJ

枠材材質

基礎地盤

(摩操抵抗)

背面地盤勾配

E量置目的

段置前被災

自主置後被災

補修補強
{付朝降施段を宮む}

変位置観測

防鋳処理

資料照会先

作成 日

基本情報記録(擁壁(枠)工)

:市区

=府 町村

施il!:名

①初期;②目標
安全率:安全率

エ種

. 
設定

②ー① i 割合

年度

笠宮E

中詰材材質

ロ あり /

口あり /

口あり / 口なし

口あり / 口なし

口あり / 口なし

口あり / 口なし

ロ あり / 口 なし

口あり / 口なし

状況

状況

方法

状況

方法

管理機関名

北車場

--g ' • 

' .... 

..... 

施 工 年度

勾配
(前面・背面)

天立嵩幅

許容支持カ

口 あり / 口 なし

口あり / 口なし

口あり / 口なし

作 成 者

|東司

. ' ' ' . 
' ' ... 

' . ' . ' 
施工者

延長

底幅

口 あり / 口 なし

口あり / 口なし

口あり / 口なし



Ⅰ-28 

 

表Ⅰ-2.3.14 様式-1（5）基本情報調査票(5/5)：杭工 

 

  

地
す，、. 
り
ブ
ロ
ツ

ク
情
報

工

2去

設

官十

情

幸量

履

歴

f青

報

特
記
事
項

様式-1(5)基本情報調査票(5/5)
管理番号

基本情報記録(杭工)

区波名 管理機関名

所在地 i市区 北側
|吋町村

地すベり
施t生名

ブロック名

採用対策工
(数量)

①初期.②目標
• ' • 8 • . ' •.. • ' • 0 • 

安全率 安全率
エ種

安全率の
• ' • 0 • -••.. . ' ... E量定と工種別 設定

分担割合

②一① l 割合 . ' •.. -••.. . ' •.. 

設計 年度 設計者 施工 年度 施工者

材質 外径 肉厚 全長

許容応力度 口 短期 日 開 |伽 〔必要抑止力}

本数 削孔径
杭頭変位置

段数(計算値}

取付位置
E量置角度

付
(杭頭からの距灘)

アンカーエ
帯

反力体
施

銀

頭部連結エの有無口無/ 口有 埋段取|

杭~置地盤
不動層の
変形係数

種別 口くさび杭/ 口補強杭/ 口せん断杭/ 口 仰え杭/ 口 その他

準鎚基準

蔵置前被災

段置後被災

繍修補強
{付帯施盤を含む】

杭変形量観測

防錆処理

資料照会先

作成田

口あり /

口あり /

口あり / 口なし

口あり / 口なし

口あり / 口なし

口あり / 口なし

口あり / 口なし

口あり / 口なし

状況

状況

方法

状況

方法

口あり / 口なし

口 あり /

ロあり /

」 作成者l

口あり / ロなし

口あり / 口なし

口あり / 口なし
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表Ⅰ-2.3.15 様式-1（5）基本情報調査票(5/5)：アンカー工 

 

  

機式ー1(5)基本情報調査票(5/5)
管理番号

基本情報記録(アンカー工)

区媛名 管理後関名

地 所在地
j市区 北斜 |東経!

す 町村

f、- 地すベり
施Ill:名

ブロック名

ブ 採用対策エ
ロ (数量)
ナJ ①初期 i②回線

! ク 安全率 安全率
エ種

f青 安全率の . . .... 報 訟定とエ種別 設定
分担割合

②ー① i 割合 ' ' •.. 

仕織の異なる
口無/ 口有 !アンカー工の有無

設計 年度 施工 年度|施工者 |

工
工法名
(規格)

j去 荷重情報 設計アンカー力 初期緊張力 定着時緊張力

本数
受圧 _________1 設 構造物

百十 防錆方法 頭部 自由長部 アンカー体

情 間隔(m) 段数(段) 傾角(") 

標準配置
アンカー

報 自由畏(m)
体長(m)

β(・)

アンカー
|纏鉱限抗周(k面N/摩m'探) 訟置地盤

アンカー機能
口 引き止め効果/ 口 締め付け効果/ 口両方|準鎚基準

(作用力)

関 2宣言十計算書 口 あり/口なし 標準断面図 口 あり/口なし +構造図 ロあり/口なし

連 引扱き獄験 口あり /口なし 長期獄験 ロあり/口なし 適性拭験 ロあり/口なし

資 地盤調査記録 ロあり /口なし
2宣言十条件記録

ロあり/口なし
計調11デ-~等

口あり/口なし(調査報告書) (段計報告書) (観測l報告書)

料 施工前
口 あり/口なし

施工状況
口あり /口なし 材料納品記録 口 あり/口なし状況写真 写真

設置前被災 ロ あり/ロなし 状況

履
E量置後被災 口あり /口なし 状況

歴
補修補強 口あり / 口なし 方法

情

報
荷量調整 ロあり /ロなし 状況

荷重量十霞置 口あり / 口なし 状況

特

!2 
事
項

資料照会先

作成 日 I作成者I
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(4) 整理された情報の活用  

 ここで整理された情報は、施設の維持管理における基礎資料となり、機能維持に関す

る課題や、異常が認められた場合の要因の推定に際して一つの判断材料となる。したが

って、基本情報調査の結果を現地での着目点等として事前に整理することで各調査(日常

管理、概査、詳細調査)の効率を向上させることができる。 

概査時に健全性に対する評価を行う場合は、まず基本情報調査で整理された計画時の

設計条件と、概査時に得られた情報について整合性を確認する。前回までの記録と何ら

かの相違が認められれば、その結果は健全性を判断する上で重要な材料となる。したが

って、供用期間中の経年的変化の記録は、写真や簡易計測等により整理し、相互に比較

できるよう、整理しておくことが望ましい。 

 これらは日常管理や概査などの機能診断サイクルを繰り返す中で、更新・蓄積させる

ものとする。 

 

(5) 基本情報調査に当たっての注意事項  

基本情報調査を実施し、その結果を取りまとめるにあたって注意するべき事項は以下

の通りである。 

１) 点検・評価・管理する範囲(評価単位)  

「基本情報記録（様式-1(5) ）」の起票によって機能診断サイクルの中で 1 つの施

設として点検・評価・管理する範囲(評価単位)を決めることになるため、対象施設の

管理の実情(施設管理台帳の記載等)に合わせて、施設の範囲等を必要に応じて適切に

分割して取り扱うこととする。機能診断サイクルの中で不具合があれば区分を見直す

ことも必要である。また、水路工や擁壁(枠)工、押え盛土工などの施設は、複数の地

すべりブロックに跨って設置される場合がある。そのような場合、原則として一つの

地すべり防止施設について一つの「基本情報記録（様式-1(5)）」を作成し、複数の地

すべりブロックについては「地すべりブロック台帳（様式-1(1)～(2)）」をそれぞれ

作成することが望ましい。ただし、既存の施設管理台帳等に施設と地すべりブロック

の関係について記載があれば、それに従う。 

 

2）基本情報調査に用いた既往資料の保存管理と有用性 

既往資料は、施設の維持管理にとって重要な情報であるため、施設の供用期間を通

じて保存管理していく必要がある。その中で施設の設計条件に関する資料や現地と整

合する完成図などの図面類は重要な情報であり、電子記録媒体などに記録し半永久的

に保存することが望ましい。設計条件に関する資料は、どの程度の規模の地すべりを

想定して設計されているのか、各部材の耐力がどの程度あるか等、設計時に考慮され

ている各条件を抽出することができる。また、図面類からは、目視できない部分も含
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めて、構造全体を把握することができる。 

 

3）地すべりブロック年表の整理 

 基本情報調査では、施設の設置経緯から供用後の維持管理内容に至るまで、各段

階の様々な資料が収集されるため、容易に全体を把握するのは難しい。そのため、施

設に関するこれまでの経緯を大局的に理解できるよう、「地すべりブロック年表（様

式-1(3))」を利用して情報を整理するのがよい。 

 

 4）施設管理者が独自に施設管理台帳等で基本情報を十分整理している場合 

施設によっては目視点検で施設の諸元がある程度確認できるため、施設管理者が独

自に施設管理台帳等で基本情報を十分整理している場合には、本手引きの様式の代替

として使用することも可能である。 

 

5）情報の優先順位の目安 

基本情報調査時点で情報不足の場合であっても、基本情報調査票の記入を完全に終

えるまで点検実施を待つ必要はなく、その後の機能診断サイクル(日常管理、概査、

詳細調査)を進めてよい。また、ここで示す様式中の記述欄は様々な施設状態を記録

できるように網羅的に作成されており、日常管理時および概査時までに必ずしも全て

を埋める必要はない場合がある。様式中の欄を埋めることができない場合は、調査に

支障が出ない程度であれば基本情報調査時点では空欄や仮記入とし、日常管理や概査

等を利用して、情報を徐々に収集・更新し続けることが望ましい。そこで、施設に対

する機能診断の各段階(日常管理、概査)において最低限必要とされる情報を優先順位

の高い順に示す（表Ⅰ-2.3.16 参照）。 

a）管理情報：点検（日常管理、概査）時に必須の情報であり、施設名や管理機関名

や保全対象などがこれに当たる。ただし、施設名等が存在しない場合、仮名を付け

るなどして現地調査に向かうことも考えられる。 

b）位置情報：点検（日常管理、概査）時に必須の情報であり、地すべりブロック図

上に施設の位置を示した図面が点検者に提供されると、現地調査時に極めて有用な

情報となる。位置情報が現地実態と比較して大きく異なるときは、更新する。 

c）工法情報のうち施設諸元(高さや幅など)：概査時に変状の計測を行う際の比較対象

となるため、概査までに把握することが望ましい情報である。事前に把握した施設

諸元が現地で実際に確認できる施設の諸元(工種、構造、材質、高さや幅など)と大

きく異なるならば、基本情報を更新する。 

d）その他の情報：適宜、情報収集・整理する。 
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 表Ⅰ-2.3.16 現地調査時に最低限必要な基本情報調査項目の優先順位の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

a）管理情報 

b）位置情報 

c）工法情報の

う ち 施 設 諸 元

(高さや幅など) 

d）その他 
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2.4 日常管理（定期・臨時の巡視） 

(1) 目的 

 地すべり防止施設の日常管理（定期・臨時の巡視）では、施設の異常、経時変化（老

朽化）、明らかな危険状態の把握を行うことを目的とする。 

 

(2) 点検方法 

 日常管理は、施設周辺の概略目視により行うことを基本とする。また、定期の実施に

加えて地震時や異常気象時における変状等の有無の確認も行い、二次被害の防止に努め

る。日常管理にて異常を発見したら、追加調査（概査）の必要性の判断をする。 

点検者は、通常、地すべり防止区域の管理者である道府県、あるいは道府県から委託

された市町村、地元住民（施設管理者から委託された地すべり巡視員）等である。 

 点検に当たっては、施設周辺も含め、容易に視認できる顕著な変動を把握する。その

際、できるだけ写真を記録として残すことが望ましい。また、点検箇所の現在の状況と

比較するために前回の点検記録を持っていくことが望ましい。なお、異常であるか判断

の困難なものについては追加調査（概査）を提案する。 

 

(3) 点検時の注意事項 

1）安全確保 

実際に点検を行うときは、安全管理上無理のない範囲（転倒や滑落等によるけがの心

配のない程度）で目視することを原則とし、点検者自身の安全を確保しつつ、巡視ルー

トから構造物の状態を観察する。 

2）異常気象時における点検 

 地震直後や異常気象時あるいは異常気象時直後に行う点検では、斜面が不安定化して

いる可能性もあるため、小落石の発生や異音等の崩壊の兆候に気をつけて、状況に応じ

て、斜面に近づきすぎないよう留意する。 

3）安全な点検ルート 

 施設によっては急斜面や植生などで位置確認の難しいこともあるため、位置図につい

ては事前に準備し、安全管理上無理のない範囲で目視する。 

4）点検中に施設を見つけられない場合の対処方法 

現地にて発見できない施設や目視できる範囲まで近づくことが難しい施設について

は、無理せず、未発見や未到達の旨を点検票に記録として残す。施設の位置を確認でき

ない場合は、後述の日常管理時の点検様式の中の、「見当たらない」にチェックし、自

由記入欄に「位置不明のため状況未確認」などのメモを残す。その場合、後日、ルート

等の準備を整えて再度点検を行うか、または、必要に応じて概査等を実施し、施設の状

況を把握することが望ましい。 
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5）点検時の記録の心がけ 

 日常管理で把握された異常箇所については、ある程度の位置情報を付して記録し、情

報の引き継ぎを容易にする。また、継続的に観察していく中で気になる点があれば、点

検項目にない事象であっても記録として残す。 

必要に応じて、点検には、双眼鏡などを活用するほか、カメラを携帯する。今後の施

設管理における位置情報整備のため、GPS 機能付きカメラ等があれば一層望ましい。 

異常や施設の状態を写真撮影する時は、可能な範囲で施設全体を写した全景写真を必

ず記録するように心掛ける。また、近接可能な場合やカメラの望遠機能を用いて撮影可

能な場合は、変状箇所を中心に近景写真を記録する。 

なお、撮影の際は対象物の他にペンや人など大きさを比較できるものを一緒に写すと

よい。もし過去の点検記録等に写真があれば、同じアングルになるように心がける。 

 

(4) 優先的に点検すべき項目 

可能な範囲で全ての項目を確認することが望ましいが、植生等によって施設を目視点

検するための十分な視界を確保できない場合等も想定される。日常管理における点検に

当たっては以下の視点で優先的に点検するべき項目を設定する。なお、各工種での優先

的に点検するべき項目と現場での点検ポイントは、Ⅱ～Ⅺ  の各編に示した。 

 ①人的被害のおそれ (破損・劣化した場合に近隣居住者や通行人等へ危害を及ぼすお

それのあるもの) 

 ②施設全体の安定性 (施設の大きな変状や主要な機能に大きな影響を与える異常) 

 

(5) 点検様式とその記入手順 

 点検に際しては、予め決められた点検様式を使用するなどして、明らかな異常の見落

としがないように実施する。本手引きで提示する点検様式を表Ⅰ-2.4.1～表Ⅰ-2.4.11

に、代表として水路工に対する使用例を表Ⅰ-2.4.12～表Ⅰ-2.4.13 に示す。 

 これらを用いて以下の手順で点検結果をまとめる。なお、各工種の点検項目等につい

ては、Ⅱ～Ⅺ の各編を参照すること。 

＜様式記入手順＞ 

①各工種に合わせて、様式-2（1）を選択 

②各点検項目に沿って記入(次頁参照)※ 

③その他気づいたことや評価・判断の理由等は自由記述欄に記入。必要に応じて、共通

様式となる様式２-2(2)の自由記述欄を活用し、踏査図や写真、コメントをまとめる。 
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※点検項目についての解説 

1）対象項目：点検者が見た範囲内で当てはまる状況に ☑ を入れる。点検票で示された

部位が実際の対象施設に含まれない場合や、施設や施設内の部位の一部が現地で見当

たらない場合もあるため、点検時に点検対象施設を見つけた際は、部位の有無の確認(見

当たらない場合も含む)等を必ず行うこと。なお、対象項目のうち「周辺状況」は施設

から目視で見渡せる範囲までの状況を指す。 

２）異常が見られる項目：各対象項目(各部位)に当てはまる異常があれば ☑ を入れる。

必要であれば自由記述欄等を活用してコメントや写真を残す。 

３）結果：「異常が見られる項目」に一つでも ☑ があれば結果欄の「異常あり」を選択

する。常に点検に適した視界を確保できるとは限らないため、対象が植生等で見えに

くいようであれば、「異常あり」「異常なし」に関わらず、「植生等で見えにくい」にも 

☑ を入れる。必要に応じて植生状況等の点検時の状況をコメントや写真に残す。 

 

 

 

 

 

図Ⅰ- 2.4.1 点検項目についての解説 

 

①水路部 □ 1.変形・損傷(目地切れ、ひび割れ等) □ 異常なし

※水路の有無を確認 □ 2.腐食（錆、表面劣化等） ☑ 異常あり

☑ 有 □ 無（見当たらない） ☑ 3.閉塞・埋没（土砂、落葉等の堆積等） 【状況】以下に該当すればチェ ック

＜材質・種類＞ □ 4.水路脇の陥没・洗掘 □

☑ コンクリート製 □ 5.流末からの土砂流出

□ 鋼製 □ 樹脂製 □ 6.流末の位置が不明

□ その他（ ）

②暗きょ部 □ 1.排水量がない □ 異常なし

※暗きょ工吐口部の有無を確認 □ 2.吐口部の明らかな閉塞 ☑ 異常あり

☑ 有 □ 無（見当たらない） □ 3.吐口部の変形・損傷 【状況】以下に該当すればチェ ック

☑ 4.吐口部の埋没 ☑

③集水升 □ 1.変形・損傷(目地切れ、ひび割れ等) □ 異常なし

※集水升の有無を確認 □ 2.閉塞・埋没（土砂、落葉等の堆積等） □ 異常あり

□ 有 ☑ 無（見当たらない） 【状況】以下に該当すればチェ ック

□

④落差工 □ 1.変形・損傷(目地切れ、ひび割れ等) ☑ 異常なし

※落差工の有無を確認 □ 2.閉塞・埋没（土砂、落葉等の堆積等） □ 異常あり

☑ 有 □ 無（見当たらない） 【状況】以下に該当すればチェ ック

☑

⑤蓋 □ 1.変形・損傷 □ 異常なし

※水路･集水升の蓋の有無を確認 □ 2.腐食（錆、表面劣化等） □ 異常あり

□ 有 ☑ 無（見当たらない） 【状況】以下に該当すればチェ ック

□

⑥安全施設（立入防止柵等） □ 1.変形・損傷 □ 異常なし

※安全施設の有無を確認 □ 2.腐食（錆、表面劣化等） □ 異常あり

□ 有 □ 無（見当たらない） 【状況】以下に該当すればチェ ック

□

□ 1.地表の変状 ☑ 異常なし

(沈下･隆起･洗掘･流出･崩落･押出し･吸出し･亀裂等) □ 異常あり

□ 2.湿地の形成(水たまり、湧水等) 【状況】以下に該当すればチェ ック

☑

結果（□にレ をチェック）異常が見られる項目（□にレ をチェック）　変形なし

本
体

植生等で見えにくい

植生等で見えにくい

植生等で見えにくい

植生等で見えにくい

付
帯
施
設

植生等で見えにくい

植生等で見えにくい

植生等で見えにくい

　　⑦周辺状況

1）対象項目 2）異常が見られる項目 3）結果 

留意点：周辺状況の確認は施設から目視で見渡せる範囲程度とする。 
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表Ⅰ-2.4.1 様式-2(1) :型 01 日常管理調査票(1/2)：水路工 

 

キ華式ー2(1) 裂01 日常管理調査票(1/2) 地すべり防止施設機能診断調査

<水路工(承水路工・燐水路工・陪きょ工・明暗き

|点検年月臼 1 I I 1天候1 1点験者| 1<調査票番号 ) 1 

諸区媛名| ブロック名| |施工年度|

元該当施設(施設番号)1口家水路エロ排水路エロ明暗きょ工 口暗きょ工 ( ) 1延長| w、
対象項目(ロにレをチェック) 異常が見られる項目(口にレをチェック) 結果(ロにレをチェック)

①水路部 口 1.変形・損傷(白地切れ、ひび割れ等) ロ異常なし

※水路の有無を確認 ロ 2腐食(鋭、表面劣化等) ロ異常あり

ロ有口無{見当たらない) ロ 3.閉塞・埋没(土砂、落葉等の堆積等) [枇現】以下に腫当すれば予zッタ

く材質・種類> ロ 4.水路脇の陥没・洗掘 日経生等で見えに〈い

ロコンクリート製 ロ 5.流宋からの土砂流出

ロ銅製 ロ樹脂製 口 6.流家の位置が不明

ロその他(

②暗きょ都 口 1.排水量がない 口異常なし

本
※暗きょエ吐口部の有無を確認 口 2.吐口部の明らかな閉塞 ロ異常あり

ロ 3.吐口部の変形・損傷
.................................帽..............

体
ロ有口無{見当たらない) 11文理1以・FIこ瞳当すればテエック

ロ 4.吐口部の埋没 口値生等で見えにくい

③集水升 ロ1.変形・損傷(白地切れ‘ひび割れ等) 口異常なし

※集71<升の有無を確認 口 2.閉塞・埋没(土砂、落葉等の堆積等) ロ異常あり
.. . .. . ... ..... . ...... . .. . .. . ... ..~・・ ・ ・・・・・・ ・ ・・ ・ ・

ロ有口無(見当たらない) 11実現】以下に量当すればチェック

口健生等で見えにくい

④落差工 口 1.変形・損傷(白地切れ、ひび割れ等) 口異常なし

※落差工の有無を確認 ロ 2.閉塞・埋没(土砂、落葉等の堆積等) ロ異常あり.................................噌..............
口有口然(見当たらない) [銀理】叫宗に昌2益すればチェック

口植生等で見えにくい

⑤蓋 口 1.変形・損傷 口異常なし

※水路・集71<升の蓋の有無を確認 口 2.腐食(錦、表面劣化等) 口異常あり
-ー・・咽・ーーー..................・ーーー・・帽・・・・・・ー・・・・ー・ー

f寸ロ有白書事(見当たらない)
I抗耳】以下に量当すればチェック

帯 口鑓生簿で見えにくい

施 ⑥安全施設(立入防止柵等) 口 1.変形・爆傷 ロ異常なし
設 ※安全施設の有無を確認 口 2.腐食(錯、表面劣化等) 口異常あり........‘・・・・ー"..，...........，..帽..............
口有白書聖{見当たらない) [銀理】以下に詰幽すればヂ%....，タ

目指生等で見えにくい

ロ 1.地表の変状 口異常なし

⑦周辺状況
(沈下・隆起・洗掘・流出・崩落・押出し・吸出し・亀裂等) 口異常あり

口 2湿地の形成(水たまり、湧水等)
-・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・帽..............
I銀理Jl誌下にZ表当すればテzック

日植生等で見えにくい

| 点後結果 旧異常なし 口異常あり . ...J:.ti!で一つでが実紫あグ'JIJ(，あ;hJ;f.~苦1k.M~寄るf実績‘;ßI.)J，!:すそ5 1 

各項目および周辺状況で気づいた点があれlま記入して"'Fさい{自由記入)

(阻まSEE入)I口1追加調査が必要口 2補修が必要 口3点検を継続
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表Ⅰ-2.4.2 様式-2(1) :型 02 日常管理調査票(1/2)：水抜きボーリング工 

  

様式ー2( 1) 霊~02 日常管理調査票(1/2) 地すベり防止施設機能診断調査

<J)<t~きポーリング工>

l点検年月日 I / / |天候I I点検者| 1<調査禦喬号 )

諸 区主義名 l ブロック名 l |施工年度|

元該当施設(施設番号1ロ水級きボーリングヱ ( |本数| 本

対象項目(口にレをチェック) 異常が見られる項目(ロにレをチェック) 結果(ロにレをチ工ツク)

①集水管(吐口部) ロ 1損傷{割れ、後続不良等) ロ異常なし

※集水管の有無を確認 ロ 2.吐口部の閉塞{スライム等の明らかな付着) ロ異常あり

ロ有 ( 本) ロ 3.閉塞・埋没(土砂、落葉等の堆積等) { 本)

本 ロ無(見当たらない) f欲Jlll以下に帥当すればチェック

体 く材質・種類> 口裕生等で見えにくい

ロ樹脂製{極ピ管等)

ロ銅製{ガス管等)

ロその他(

②子L口保護工 ロ1.損猿(ji!!袋・ブロック等の脱落・中詰材の流出等) ロ異常なし

※子Lロ保護エの有無を確認 ロ 2.変形・損傷(閉口したひび割れ、傾き、部分欠鍋等} ロ異常あり.....‘・............・ーー.............・ー...........
ロ有白書署{見当たらない) ロ 3';勇水 (t実現1以下に融当すればチェック

ロ纏生等で見えにくい

③集水升 ロ1.変形・損傷(白地切れ、ひび割れ等} 口異常なし

※集水升の有無を確認 ロ 2.閉塞・埋没(土砂、落葉等の堆積等) 口異常あり

付 ロ有口無{見当たらない) 【叙5!l以下に匝当すればチェック

手持 ロ4直生等で見えにくい
施 ④導水パイプ・流末施設 口 1鍋傷(割れ、後続不良等) ロ異常なし
設 ※導水パイプ・j東京施設の有無を ロ 2.閉塞・埋没(土砂、落葉等の縫積等) 口異常あり

確認 ロ 3.漏水・溢水 【後毘1以下に臨当すれば予三ツタ

口有白書聖{見当たらない) ロ織生事事で見えにくい

⑤安全施設(立入防止繍等) ロ1.変形・煩傷 口異常なし

※安全施設の有無を確認 ロ 2.腐食(錆、表面劣化等) 口異常あり

口有口無{見当たらない) 【叙.il1l以下に担当すればチ%ツタ

ロ級生省事で見えにくい

口 1.地表の変状 ロ異常なし

⑥周辺状況
(沈下・隆起・洗掘・流出・崩落・押出し・吸出し・亀裂等) ロ異常あり

口 2湿地の形成(水たまり、湧水等) f伏況】臥下に踊当すれば'hツタ

口健生等で見えにくい

| 点検結果 |口異常なし 口異常あり ...../:%eで一つでるf実殺'J!j/fjß場;ft1;fÉi~，結果tl実請すみ仰とす'~ I 
各項目および周辺状況で気づいた点があれば犯人して下さい(自由te入)

概略構造 水抜きボーリングエは、暗きょ工等で排除できないある程度深い地下水の排
{形状や材質には様々 な積類があります} 除や、すべり函に働く過剰な間隙水圧の低減を目的としています。

/"Ahすベり斜面¥
/./ー一、司比腕ポトリング

_*tn "'"パイプ

視ロ6'.'U:
コンタJートIt

"・・ヲトン.
宮嶋d惨事

(施JSa入)I口1追加調査が必要口 2補修が必要 口3点検を継続
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表Ⅰ-2.4.3 様式-2(1) :型 03 日常管理調査票(1/2)：集水井工 

線式ー2(1) 豆103 日常管理調査票(1/2) 地すべり防止施設機能診断調査

<集水井エ> 集水井外(安全な位置)から判~IJできる大きな異常の有無を確認する、点検ロや立入防掻網等の施錠を確認する

|点検年月日 I I I I天候I I点検者 I 1<翻査察番号 ) I 

諸区媛名 | ブロック名| u包エ年度i
元該当施設(施設番号1口集水井工 |深度| 町、

対象項目(口にレをチェック) 異常が見られる項目(口にレをチヱツク) 結果(口にレをチェック)

①集水弁工内部 口 1変形・損傷(せん断、{嘆き等) ロ異常なし

※集水井工内部の視認の可否 ロ 2.腐食(著しい鋪等) 口異常あり

ロ可口不可(状況を下記に舘銭) ロ 3.集水ポーリングの閉塞(孔口部に付着物がある) [1犬盟】以下に匝当すればテェック

く材質・種類> ロ 4.異常湛水や土砂等の堆積 日植生等で見えにくい

本
口 銅製{ライナープレート等) (異常湛7)(:集水弁内部のJt張コンクリート天端 日他の理由で見えにくい

体
ロコンクリート製(セグメント等) より水面が高い場合)

口その他( ) 

②排水ボーリング(流末施絞) ロ1.排水がない、もしくは排水量の明らかな減少 口異常なし

※排水ポーリング吐ロの有無を確認 ロ 2.吐ロ部周辺の損傷 口 異常あり

ロ有口無(見当たらない) 口 3.吐ロ部周辺の埋没 I状提1臥干に館書すればテxツク

ロ植生等で見えにくい

③天蓋 口 1変形・損傷 ロ異常なし

※天蓋の有無を確m 口 2.腐食(錆、 表面劣化等) ロ異常あり.................・・・・ー・・..................
口有口無(見当たらない) 口 3.点倹ロの鍵の鍋傷・腐食等 {総理1以下に陣当すれぽチzツク

※点検ロの施錠: ロ有口無 ロ 4.点検ロの鍵がかかっていない(開いている) 日縫生等で見えにくい

付 @点検悌子 口1.変形.~員傷 口 異常なし

手骨 ※点検綿子の有無を確認 口 2腐食(錆、表面劣化等) 口異常あり
施 口有口無(見当たらない) I後浸1叫下r:回当すればそ"1ツク
設 口縫生等で見えにくい

⑤安全施設(立入防止柵等) ロ 1変形・損傷 ロ 異常なし

※安全施設の有無を確認 口 2.腐食(錆、表面劣化等) 口異常あり..........・・.......，............................
ロ有白書聖(見当たらない) 口 3栂の錠の損傷・腐食等 {杭毘1以下に帥当ずれぽチェック

※入口の施錠・ 口有口無 口 4.入ロの鍵がかかっていなし、(開いている) 日纏生等で見えにくい

口 u也表の変状 ロ 異常なし

⑥周辺状況
(沈下・隆起・洗樋・流出・崩落・押出し・吸出し・亀裂等) 口異常あり

ロ 2湿地の形成(水たまり、j勇水等) {状'l11臥下に蛤治すればチzック

ロ纏生等で見えにくい

| 点検結果 |口異常なし 口 異常あり ....1:.!èで一つでtI実#"あ':/JIJ場;h/f，点~16!fitl実#<1ち I!JとすQI

目各項目および周辺状況で気づいた点があれば記入して下さい(自由記入)

概略構造
{形扶や材質には織々 な樋頬があります)

檀面め2ンタ'Jート 英軍

下へ l

集水井工は、暗きょエや水被きボーリングエ等で排除できない比較的深い地

下水の排除や、すぺり面に働く過剰な間隙水圧の低減を目的としています。

{阻ま品入)I口1追加調査が必要口 2補修が必要 口3点検を継続



Ⅰ-39 

 

表Ⅰ-2.4.4 様式-2(1):型 04 日常管理調査票(1/2)：渓流護岸工 

，f
 

，，
，
 

n
U
¥
/
-

型
工
訂

川
議
一四

一
一
蹴
一訓

練

<
一点

日常管理調査票(1/2)

|天候I I点検者 |

地すベり防止施設機能診断調査

I(調査察番号 ) I 

諸区妓名| ブロック名| |施工年度|

元該当施設(施設番号1ロ渓流護岸工 |延長| m 

対象項目(口にレをチェック) 異常が見られる項目(口にレをチェック) 結果(ロにレをチェック)

①護岸工 口1.t員壌(倒壊・ブロック等の脱落・中詰材の流出等) ロ異常なし

※護岸工の有無を確認 ロ 2変形(沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し;等) ロ異常あり

口有口無(見当たらなし、) 口 3.損傷(ひび割れ・摩耗ー部分欠損等) 【統il!】臥下にIl重量す九ぽ号.'"ツク

<材質・種類> 口 4.1.勇水 ロ植生等で見えにくい

口コンクリート 施設周辺の湧水の供給源

本
口繕枠等 ロ不明口有 (

体
ロその他{ ロ5.f湾造物背面のすきま(背面地盤の侵食に伴う浮き等)
②床固め工 ロ 1.損壊(ffiJ犠・ブロック等の脱落・中諾材の流出等) ロ異常なし

※床固め工の有無を確認 口 2変形(沈下・傾きー継ぎ目のずれ.(まらみ出し;等) 口異常あり

口有 口 無(見当たらなし、) 口 3.損傷(ひび割れ-摩耗-部分欠損等) [1天理】以下に値溢すればチzック

<材質・種類> ロ犠生等で見えlこ〈い

ロコンクリート ロ箆枠等

ロその他{

付
③安全施設(立入防止柵等) 口 1，変形・鍋傷 口異常なし

干持 ※安全施設の有無を確認 口 2.腐食(錆、表面劣化等) ロ異常あり
施

-・・.............................................
口有口無(見当たらない) [1実況】以下，=政2歯すればチ'"ツク
!ll: 

ロ摘生等で見えにくい

ロ1.沈下・隆起 ロ異常なし

@基縫地盤
口 2洗掘 ロ異常あり

[1実現】以下に級車すねばチ墨ツク

ロヰ直生等で見えにくい

口 1.施段上方斜面の変状 口異常なし

⑤周辺状況
(吸出し陥没-侵食.~.勇水・崩落ー押出し・亀裂等) ロ異常あり..........・・・・・............................・・・ー・

【総理】臥干に阻Z当す札ぽ;".1;.':1ク

口補生等で見えにくい

| 点検結果 |口異常なし 口異常あり ，'，..t.!èで一つでるrlf'#，あt}J/.;湯;fL/;û害総指実る/実'#Jちグ'.Jc!:ず~I

.各項目および周辺状況で気づいた点があれば記入して下さい(自由記入)

概略構造 渓流護岸工は、側方侵食の激しい渓流などにより地すべり末端部や側方部

(形状や材質にlま繊喝な種類があります)が侵食されてい昼場合に、その侵食を防止する目的で施工される施設です。

jl1lj荒
iI岸工

基礎調車鐙

評価 |口 1追加調査が必要口2補修が必要 口3点検を継続
(jUI.理者配入)
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表Ⅰ-2.4.5 様式-2(1):型 05 日常管理調査票(1/2)：堰堤工 

 

4華式ー2(1)・型05 日常管理調査票(1/2) 地すベり防止施設機能診断調査

<糧堤工> 安全な位置から判別できる大きな異常の有無をliIf認すること

|点機年月白I I I I天候I I点検者| 1<調査察番号 ) I 

諸区場名| ブロック名| |施工年度|

元該当施設(施設番号1ロ寝袋工 |晶さ| 庁、

対象項目(ロにレをチェック) 異常が見られる項目(ロにレをチェック) 結果(ロにレをチェック)

①本体・袖部(本堤・IIJ堤・垂直壁 ロ 1損壊(倒壊・ブロック等の脱落中舘材の流出等) ロ異常なし

※短t是エの有無を確認 ロ 2変形(沈下‘傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等) ロ異常あり......・・a・・a・・a・・・・....‘・・・・・・a・・a・・a・・.........
口有ロ無(見当たらない) ロ 3損傷{ひび割れー摩耗-部分欠損等) [線虫1以下に凪当すればチェック

く材質・種類> ロ 4漏水 ロ植生等で見えに〈い

ロ コンクリート ロ銅製粋

口その他(

本
②側壁護燦工 口 I擦I裏{偲l場~.ブロック等の脱落・中詰材の流出等) ロ異常なし

体
※側壁護岸工の有無を確認 ロ 2変形{沈下・傾き・継ぎ目のずれ・はらみ出し等) 口異常あり

ロ 3操傷(ひび割れ-摩耗ー部分欠損等)
・4・・................ ・4・・・.-・.....・ー.....

口有ロ無(見当たらない) [1j:J!1以下I::JA!請すれば与zック

<材質・種類> 口 4.1勇* ロ篠生等で見えにくい

口コンクリート ロ籍枠等 施段周辺の湧水の供給源 ロ不明 ロ有(

口その他( 口5..量造物背面のすきま(背面地盤の侵食に伴う浮き等)
③水日Pき 口 1摩耗 ロ異常なし

※水口Pきの有無を確認 口 2.ひび割れ 口異常あり.........・・・・・・・・・・............胸・.....・・・.......
口有ロ無(見当たらIない) [1実車1以下に障さ益すればチェック

ロ福生有事で見えにくい

付
④安全施設(立入防止柵等) ロ I変形・損傷 ロ異常なし

帯 ※安全施設の有無を確認 ロ 2.腐食(錦、表面劣化等} ロ異常あり

g口 有ロ無(見当たらない) [状担1血下に個当すれば予忍ツク

口糧生等で見えにくい

⑤本体周辺状況 口 1基礎地盤のj先祖 ロ異常なし

※基礎、紬部の岩着状況を必ず確認 ロ 2袖部の侵食・繍嬢 ロ異常あり
-ー....・・a・・a・・a・・・・ーー・ー..・・・・・..・a・・............

※纏l}ヱ上流側雄砂織の目観可否 口 3.纏11エよ流側の雄砂蟻が漬砂していない{雄砂高濃少痕跡有} [1実理1臥下にJal舗すれItチzッタ

ロ可(遠望目視) 口否 状況 ( ロ繕隼等で見えにくい

口 l基礎地盤の洗鋸 ロ異常なし

@側壁接岸周辺状況
口 2施設よ方斜面の変状(吸出し、陥没、侵食、湧水等) 口異常あり

【銀理1以下に昌告話すればチzツタ

ロ縫主主等で見えにくい

l 点検結果 旧異常なし 口異常あり . '. .1:lèで一つでるf実埼tJ5t)j;(J(，がlI<f"有.~得4時/実埼tJ5I)Nず-fJ 1

各項目および周辺状況で気づいた点があれば犯人して下さい(自由!e入)

概略情造
(影状や材質には篠々な種競があります)

ロ3.点検を継続
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表Ⅰ-2.4.6 様式-2(1):型 06 日常管理調査票(1/2)：押え盛土工 

様式ー2(1) 型06

<押え盛土工>

日常管理調査票(1/2) 地すべり防止施設機能診断調査

|点後年月日 I / / |天候I I点検者| 1<調査票番号 )

諸区域名| ブロック名| |施工年度|

元該当施設(施設番号1ロ押え盛土工 |高さ| 町、

対象項目(口にレをチェック) 異常が見られる項目(ロにレをチェック) 結果(口にレをチェック)

①盛土工 口 1.亀裂(盛土面の関口した亀裂) 口異常なし

本 ※!Mt土工の有無を確認 ロ 2侵食・洗掘(表流水等による!dlt主材の流出) ロ異常あり

体 口有口無(見当たらない〉 ロ 3.崩落()去面の崩壊等) 口 4.1勇水 [状埠]凪下1:陣治すれば:~~νタ

ロ 5.沈下・隆起 口 6.1まらみ出し ロ植生等で見えにくい

②j去薗保護エ ロ 1.損壊(倒壊・ブロック等の脱落・中詰材の流出等) 口異常なし

※法面保護エの有無を確認 口 2.変形(沈下・傾き・継ぎ自のずれ・はらみ出し等) ロ異常あり
-・・・・・・・・ー・・・・......・・・・・・・・-ー・...・...-..... 

口 3.績傷(ひび割れ-部分欠損等)j去 ロ有口無(見当たらない)
11夫耳1目下にTI島す札ばチzッタ

面 <材質・種類> ロ 4.纏生工の育成不良 ロ錨生等で見えにくい

保 ロ現場打ち法特エ 口 5.f構造物背面のすきま(背面地盤の侵食に伴う浮き等)
護 ロプレキャスト法枠工
工
白石張工 ロ編柵エ

ロ篇工 口組生工

ロその他{

@暗きょ・ドレーン ロ1.ドレーン材の崩落 ロ異常なし

※暗きょエ吐ロ部・ドレーンの有無 口 2.異常な出水疲跡 ロ 異常あり
-・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・6・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・・・・・

を確認 ロ 3.ドレーン周辺の洗掘 11夫盟}凪下に瞳きず抗ばテヨ巴ツタ

口有口無(見当たらない〉 ロ 4その他( 口組生等で見えにくい

④排水路部{集水升等含む) ロ 1.変形・損傷(目地切れ、ひび割れ等) 口異常なし

※排水路の有無を確認 口 2.閉塞・埋没(土砂、落葉等の堆積等) ロ異常あり
-・・・・・・・・・・・，........ー・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

付 ロ有口無(見当たらない〉 ロ 3.水路脇の陥没・洗掘 I級車]国下に肱差益すればチェック

手持 口 4.;荒宋からの土砂流出 口 5流末の位置が不明 ロ総生等で見えにくい

施 ⑤j去尻土留ヱ 口 1.損嬢(倒壊ブロック等の脱落中誌材の流出等) 口異常なし
設 ※1ニ留工の有無を確認 ロ 2変形(沈下傾きー継ぎ目のずれーはらみ出し等) ロ 異常あり

口有口無(見当たらない〉 口 3.損傷(ひび割れ・摩耗ー部分欠自慢等) [級車1凪下1:"渇すればテzック

エ種( ロ 4湧水 ロ 5構造物背面のすきま 口組生等で見えにくい

⑥安全施設{立入防止綱等) 口 1.変形・爆傷 口 異常なし

※安全施設の有無を確認 ロ 2.腐食(錆、表面劣化等) ロ 異常あり-ー・・...........・.，......・・ー・ーー・......・・..........
口有口無(見当たらない) I状現}1;1下に肱治すればテヨ巳ツク

ロ植生等で見えにくい

口 1.施設上方斜面の変状 口異常なし

⑥周辺状況
(吸出し陥没-侵食-湧水-崩落-押出し亀裂等) 口異常あり

ロ 2.周辺斜面、基礎地盤の変状
..........・......・・-・・a・・・・・ー・・ー..・・・・・4酢・....
{級車1以下!ご砧坐すればテzック

(吸出し・陥没・侵食・j勇水・崩落・押出し亀裂等) ロ植生等で見えにくい

| 点倹結果 |口異常なし 口異常あり . ....L!èで一つでが実殺あ':JJlÍ場:hJ~点8容だß!tI実#Jち仰とす'-5 I 
各項目および周辺状況で気づいた点があればIi!入して下さい{自由位入)

押え盛土エは、地すベり斜面の下部に盛土を行うことにより地すべりの滑

(踏ま22入)I口1追加調査が必要口 2補修が必要 口3点検を継続

地すベり斜面
押え盛土




